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一般建築物の運用エネルギー低減を目的とした簡易コミッショニングシステム
（環境性能検証、効率的な改善、運用方法の提案）開発に関する研究 
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築分野全体の省エネ化を図るため、既存建築物にお

運用エネルギー低減、すなわちコミッショニングの

が不可欠となっています。一方、コミッショニング

前調査、計画立案には多くの専門知識や費用、時間

要で、これらの簡易化を図る必要があります。その

、本研究では、簡易なコミッショニングシステムを

します。 

 

 

 

 

図1 簡易コミッショニングの範囲 
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易コミッショニングプログラムの構築 

易コミッショニングプログラムは建築や設備の実務

使用することを想定しています。このプログラムで

簡易な情報入力により建物のエネルギー消費に関す

状評価や、コミッショニングの実施効果の試算を行

す。それにより、事前調査、計画立案の簡易化を図

す。 

素技術の検討 

ミッショニングの要素技術は数多くあります。本研

は各技術の北海道における有効性や、実施効果の試

法等を検討しています。 

建物におけるケーススタディ 

ミッショニングのデータ蓄積のため、実建物におけ

ミッショニングのケーススタディを行っています。 
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面

年度も引き続き研究を行い、簡易コミッショニング

グラムを構築します。プログラムは一般への普及を

、北海道内の一般建築のコミッショニングの実施、

ネ化を促します。 

 

 

 

 

 

用方法・成果 
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